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令和３年度 第１回なかふらの夢・未来応援事業 
  

最優秀賞 中富良野中学校 １年 嵯 峨 夢 叶 
 
【なかふらの夢・未来応援事業 １次選考会・応募時】 
 
◎【実現したい夢】と【理由】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎夢を叶えるために【今頑張っていること】、【チャレンジしてみたいこと】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎【夢の実現に必要だと思うこと】（人・もの・お金など） 
 
 
 
 
 
 

【２次選考会の様子】 
令和３年６月２７日（日） ＠ふれあいセンターなかまーる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和３年７月２日（金） 北海道新聞朝刊 

 

 

  

東京ディズニーリゾートのキャストになりたい。 
理由は、ディズニーに行ったときに幸せになれるのは、キャストさ

んのおかげだし、キャストさんのような笑顔やいろんな人との対応
力を身に付けて、自分も、自分がしてもらったように、ゲストを幸せ
にしたいから。 

がんばっていること 
・ディズニーでは、海外からくるゲストも少なくないので、英語も話せ
るように、くもんで英語をやっています。 
・学校で、だれとでも仲良く楽しくできるようにがんばっています。 
チャレンジしてみたいこと 
・ディズニーでは、ペラペラ英語を話すことが必要だと思います。
今、英語検定３級をもっているので、秋・冬で準２級に挑戦するつも
りです。 
・キャストさんに、『キャストになるためにどうしたらいいか』などをイ
ンタビューしてみたいです。 

・英語を教えてくれる人。 
・実際にパークに行って、ゲストの対応をしているキャストさんの表
情や対応の仕方を観察してくること。（インタビューも含めて） 
・1 人分で約 20 万（ホテル代、飛行機代、パークイン代など） 
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【英語能力向上研修】 

 

目標 ・実用英語技能検定 準２級に合格すること。 

    

 

 

 

研修内容 

中富良野町の ALT ステファニー先生に協力していただき、英検準２級合格に

向け、1 次試験対策（ライティング・リスニング）や２次試験対策（リーディング・ス

ピーキング）を行う。また、この研修を通して、日常的な英会話力も高める。 

 

研修日程 

①令和３年９月１３日（月） １８：３０～ 

②令和３年９月２７日（月） １６：３０～ 

③令和３年１０月４日（月） １８：３０～ 

④令和３年１０月６日（水） １６：３０～ 

⑤令和３年１０月７日（木） １６：３０～ 

⑥令和３年１０月１１日（月）１８：３０～ 

⑦令和３年１０月１８日（月）１６：３０～ 

⑧令和３年１０月２７日（水）１６：３０～ 

⑨令和３年１０月２９日（金）１７：００～ 

⑩令和３年１１月１日（月） １７：３０～ 

⑪令和３年１１月２日（火） １７：００～ 

⑫令和３年１１月４日（木） １６：３０～ 

 

研修記録 

① September.13.MON 

〈menu〉 

・ライティング 

・単語練習（読み、意味） 

・th と v の発音練習       

・自己紹介 

〈homework〉 

・”What do you think about ～?”を毎日、ママに聞く。 

・習った単語を使った文を５つ書いてくる。 

・th と v の発音練習 

・単語の横に日本語を書く 

 

 

 

 

 

② September.27.MON 

〈menu〉 

・リスニング練習 

 

③ October.4.MON 

〈menu〉 

・英検過去問（ライティング・リスニング以外） 

〈homework〉 

・英検過去問、見開き半ページ  

第２回検定日 

一次試験：令和３年１０月８日（金） 

二次試験：令和３年１１月７日（日） 

全１２回、なかまーる

で、各回、１時間～１

時間半程度実施しま

した。 

〈diary〉  

初めてで少しドキドキした。説明してもらっている時に、全部英語だか

ら、わからなかった時もあったけど少しずつ慣れていきたいと思いました。 
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④ October.6.WED 

〈menu〉 

・ライティング 

・リスニング 

・セクション１，２，３，４A       

・少し二次試験の練習 

〈homework〉 

・（過去問）セクションのどこでも 

 

 

 

 

 

 

⑤ October.7.THU 

〈menu〉 

・セクション１，２，３B，４B 

・ライティング 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ October.１１.MON 

〈menu〉 

・面接練習 

〈homework〉 

・絵の説明２種類ずつ２つ 

・A ______ is _____ing.と Two ______ are _____ing.に絵の好きなものをあてはめる。 

 

⑦ October.１８.MON 

〈menu〉 

・面接練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈diary〉  

セクション５（ライティング）で、意見を考えるのが難しかった。リスニング

の第２・３部を行い、２０問中１３問あっていました。リスニングは、しっかり

聞いていればわかると思いました。 

〈diary〉  

 明日が英検だったから、ずっといつもより緊張していました。ステファニー

に、”I hope you can pass! Good luck!”と言われて、うれしかったです。1 回

で受かるのは相当難しいと思うけれど、できるところまで（リスニングしっか

りきくなど）できるようにがんばろう！”I can pass!!” 
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☆October.25.MON ～英検１次合格発表日～ １次試験合格！ 

 

 

 

 

 

⑧ October.27.WED 

〈menu〉 

・面接練習 

 （入る時、最後の挨拶、パッセージ、A 写真） 

〈homework〉 

・th の発音練習 

 

⑨ October.29.FRI 

〈menu〉 

・面接練習 

 （パッセージ、A 写真、B 写真、入る時、No.4 の練習） 

〈homework〉 

・ステファニーに教えてもらった You Tube を見る。 

（面接の様子がわかる動画） 

 

⑩ November.1.MON 

〈menu〉 

・面接通し練習 

・You Tube 

〈homework〉 

・You Tube を見る。 

 

 

 

 

 

〈diary〉  

１１月に入って、歩いて行くのに寒くなってきた。今日で１０回目でした。

今日は初めて最初（入る時）から練習しました。Q４＆Q５であまりすぐ答え

ることができなかったので、練習したいです。 

〈diary〉  

部活から帰ってきて、ＬＩＮＥを見たら『合格おめでとう』ときていて、うれし

かった。あまり自身がなかったから、１日中ずっと不安でした。 

だけど、＋７で、余裕で受かったからよかった。うれしくて泣きました。あ

とは２次試験（１１月７日（日））があるから、ママ、ステファニー、高柳先生と

練習をがんばろうと思いました。 
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⑪ November.２.TUE 

〈menu〉 

・通して練習 

・特に Q４、Q５ 

〈homework〉 

・Q４、５の練習。 

 

⑫ November.４.THU 

〈menu〉 

・面接通し練習 

・You Tube 

〈homework〉 

・Q４、５の練習。 

 

 

 

 

 

 

 

☆November.16.TUE ～英検2次合格発表日～ ２次試験合格！ 

 

 

 

 

 

  

〈diary〉  

今日は、２次試験前最後でした。Q１～３は、８０％以上自信あるけれ

ど、Q４・５はあまり自信がない。だけど、”You can pass it!”と言われてうれ

しかったです。”I can pass!!” 

〈diary〉  

バレーが終わって、メンバーに土～火の東京研修について話している時

に、迎えにきたママが歩いてきて、『おめでとう！』と言ってくれたのでうれし

かったです。あまり受かったという実感はありませんでした。次は２級！！ 
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【コミュニケーション能力向上研修】 

 

研修内容 

『表現とコミュニケーションの基本を知ろう！』をねらいとした、 

富良野 GROUP コミュニケーションプログラムを体験。 

 

研修場所 

富良野演劇工場（富良野市中御料） 

舞台・リハーサルルーム 

 

研修日程 

① 令和３年１２月 ３日（金） ２０：００～２２：００ 

② 令和３年１２月 ８日（水） １９：００～２１：００ 

③ 令和３年１２月１５日（水） １９：００～２１：００ 

 

講師 

久保 隆徳（俳優・富良野 GROUP） 

樋口 一樹（富良野演劇工場事務局次長） 

 

参加者 

嵯峨 夢叶（中富良野中学校１年／市民劇団へそ家族） 

伊藤 彩心（富良野西中学校１年／市民劇団へそ家族） 

竹内こゆり（富良野西中学校１年／市民劇団へそ家族） 

小西 麦歩（富良野東中学校１年） 

仲条 真裕（中富良野中学校１年） 

北嶋 花帆（中富良野中学校１年） 

研修記録 

【１日目 １２月３日】  

〈テーマ〉 

『身体感覚』 

〈メニュー〉 

〇自己紹介 

〇三方向 

〇マジカルシャドーアイズ 

〇スタンドアップ／トラストアップ 

〇闇の彫刻 

〇ワンテンポずらし 

〇ミラー／ミラーで質問 

〇リーダーは誰 

〈ポイントメモ〉 

・自分が感じたことを、素直に言葉を OUTPUT 

・日常生活では目からの情報が多い。五感が大事。 

・相手とイメージの共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈diary〉  

・あまり緊張はしなかったです。 

・倒れて支えてもらうメニューで、かほちゃんとの信頼、こゆり・あやみちゃ

んとの信頼が深まったと思いました。信頼は、普段（バレーの時など）でも

必要なことだと思いました。 

・みんなで立ち上がる時、みんなで方法を考えてできた時、自分・みんなの

喜びが見られてうれしかったし、楽しかったです。 

・終わってから、まゆ・かほちゃんに、「どうだった？」ときいたら、２人とも

「めっちゃ楽しかった！」と言っていて、２人を誘って良かったと思いました。 
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【２日目 １２月８日】  

〈テーマ〉 

『伝える・イメージする』 

〈メニュー〉 

〇弟子じゃんけん 

〇同時リプレイ 

〇わたし／あなた 

〇話しかけレッスン 

〇いろいろ感情 「雨だ」 

〇騙す／尋ねる 

〇スピーチ 「わたしの大切な場所」 

〈ポイントメモ〉 

・『伝える』ことが目的でなく、『伝わる』ことが目的。 

・『私』、『あなた』を意識。しっかり相手の心に届くように。 

・さまざまな『きく』・・・聞く、聴く、訊く 

・伝わっているようで、伝わっていない日常。 

・聴いている側も、体で聴く。 

・しゃべる時には、相手の表情・様子を確認する。相手が見ている時。 

しっかり伝えてあげる。 

・言い方を変えると、伝わり方がちがう。 

・説明するときは、聴いている人がイメージしやすいように。 

・しゃべることになれる。相手に伝わるように、詳細を五感を入れて伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〈diary〉  

・前よりも難しいことを行いました。 

・「一緒に帰ろう」というメニューが、あまり伝わらなくて難しかったです。 

・１０円玉のだますメニューでは、しっかり聞く人の目を見て、感じ取ること

が大切だと思いました。（自分が「持っていますか？」と聞くとき） 

・最後のメニューを行う時に、普段語彙力がなくてうまく友達とかに説明で

きないと思ったから、そこを伸ばしたいと思いました。 

・次回は、２人１組になって、少し演技をしてみる（台本から感情などを読み

取る）ことを行うらしい。楽しみ！ 
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【３日目 １２月１５日】  

〈テーマ〉 

『想像と表現』 

〈メニュー〉 

〇しりとり＆連想 

〇サンキューゲーム 

〇ルーム 

〇ジェスチャーゲーム 

〇テキストを演じる 「放送室」 

〈ポイントメモ〉 

・互いが表現していることをイメージしあう。 

・人から出てきているアイディアを何か新しいものにつなげていく。 

・creative = 想像するおもしろさ。 

・ちがう答えが返ってきたとき、伝え方を変えてみることが大切。 

・受け手も、相手の言いたいこと・伝えたいことを、想像する・共感する。 

・相手の言葉をきくと、自分の言葉がでてくる。 

・相手にしっかり言葉をかける。相手のセリフをよくきく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈diary〉  

今日の最後に行った２人１組の台本を使うメニューは、今まで３日間で

行ってきたゲームのそれぞれの特徴を生かしてつくるものだと思いました。 

この３日間で印象に残ったのは、１日目に行った後ろや横に倒れてペア

の人との信頼を深めていくメニューと、３日目の台本を使って演じるメニュ

ーで、ペアとストーリーや関係などの設定をしたりするもの。３日目のジェス

チャーゲームで、相手が何をしているのか、当てたり、当ててもらったりした

り、２人で協力して伝えたりするのが楽しかったです。 
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【東京ディズニーリゾート研修】 

 

研修内容 

①パークインして直接キャストにインタビューの実施。 

②（株）オリエンタルランド広報部での研修。 

③ディズニーホテルへ宿泊し、ホテル内外のキャストの観察・インタビュー。 

 

研修日程 

令和３年１１月２０日（土）～２３日（火） ３泊４日 

【１日目】 

午前中、部活動（バレーボール）大会 富良野市スポーツセンター 

１５：００ 中富良野町出発 

１６：３５ 旭川空港発 → (JAL） → １８：２５ 羽田空港着 

１９：３５ 羽田空港発 → （リムジンバス） → ２０：１７ ホテル着 

～東京ディズニーセレブレーションホテル泊～ 

 

【２日目】 

８：００ ホテル発 

９：００～１９：００ 東京ディズニーランド研修 

～ディズニーアンバサダーホテル泊～ 

 

【３日目】 

９：３０ ホテル発 

１０：００～１１：００ オリエンタルランド広報部研修 

１２：００～１７：００ 東京ディズニーシー研修 ※悪天候のため、早めに終了 

～東京ディズニーシー・ホテルミラコスタ泊～ 

【４日目】 

８：３０～１４：００ 東京ディズニーシー研修 

１５：０６ ホテル発 → （リムジンバス） → １６：１０ 羽田空港着 

１７：１５ 羽田空港発 → （AIRDO） → １８：５０ 旭川空港着 

１９：５０ 中富良野町着 

 

研修記録 ホテル比較編 

〈東京ディズニーセレブレーションホテル〉 

セレブレーションホテルは、２０１６年にオープンし、ディズニーホテルの中で

一番お手頃な価格で泊まれるホテル。新浦安にあるので、パークに行くには２０

分くらいバスに乗っていかなければなりません。 

ホテル館内や部屋の壁には、ディズニーリゾートのアトラクションがたくさんあ

って、見ているだけで楽しくさせてくれます。 

写真には写せませんでしたが、部屋で寝るときに電気を消すと、サプライズ

なしかけがありました。ぜひ、みなさんにも泊まって直接見てほしいです。 

 

〈ディズニーアンバサダーホテル〉 
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アンバサダーホテルは、２０００年にオープンした、東京ディズニーリゾート初

のディズニーホテルです。 

今回は、ミニーマウスルームに泊まることができました。部屋のいたるところ

に、ミニーマウスの絵があり、とてもかわいい部屋でした。 

 

〈東京ディズニーシー・ホテルミラコスタ〉 

 

 

 

 

 

ミラコスタは、２００１年９月、ディズニーシーのオープンに合わせて誕生した、

日本初のディズニーパーク一体型ホテルです。 

４つのディズニーホテルの中で、一番高級なホテルです。セレブレーションホ

テルやアンバサダーホテルと比較すると、とても高級感があります。憧れのミラ

コスタに泊まることができてとても嬉しかったです。 

特に、パークに面している『ポルト・パラディーゾ・サイド』はとても人気で、な

かなか予約がとれないそうです。メディテレーニアンハーバーがしっかり見える

部屋でとても嬉しかったです。 

閉園後のリハーサルの様子や開園前に作業しているキャストの様子も見るこ

とができ、とても貴重な体験でした。 

 

研修記録 ホテルキャストインタビュー編 

 

 

 

〈東京ディズニーセレブレーションホテル〉 

ディズニー子会社社員疲労 

①Mr. Minemura 

②１９年 

③一期一会。一瞬一瞬を大切に。 

④お礼を言われた時。 

 

①Mr. Hirama ※ジミニーバッチあり 

②５年２ヶ月 

③楽しんでもらうこと 

④「ありがとう」と言われる。 

喜んでいるのを見る。 

 

〈ディズニーアンバサダーホテル〉 

マーチャンダイズキャスト＠フェスティバルディズニー 

①Ms. Ikeda 

②３年４カ月 

③楽しんでもらう。ハピネスをつくる。 

④笑顔をもらう。 

☆おすすめのグッズは、『ｱﾝﾊﾞｻﾀﾞｰﾎﾃﾙ限定グッズ』 

 

①Mr. Ito ※ジミニーバッチあり 

②９年 

③ホテルで素敵な思い出を作ってもらう。 

キャストの試験へのアドバイスは、面接官にありのままを

つたえること！ 

質問内容 

①名前  ②ホテルキャスト歴  ③キャストをする上で心がけていること 

④仕事のやりがい 
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①Mr. Saito 

②１年（前職は、営業。） 

③目配り、気配り、心配り。 

想像すること。（何に困っているかなど） 

④ありがとうと、笑顔で言ってもらうこと。 

 

〈東京ディズニーシー・ホテルミラコスタ〉 

 

①Ms. Kanno 

②６月から 

③ゲストを最優先 

④「ありがとうございます」をもらう。 

（キャストでも仲間でも） 

 

研修記録 オリエンタルランド編 

１）オリエンタルランド社員 吉田さん  

お母さんの同僚（麓郷中学校大木先

生）の、音威子府中学校時代の教え子

さんである、吉田さんがセレブレーショ

ンホテルに来てくれました。 

子どもに喜んでもらう仕事がしたい、

楽しいサービスを提供したいという思

いから、オリエンタルランドに中途採用で入社したそうです。転職の倍率は、３０

０倍と聞いて、ビックリしました。 

吉田さんは運営戦略グループという部署に所属していて、パーク運営全体の

ことを考える仕事をしています。何時にアトラクションをオープンして、何時にク

ローズするとゲストの満足になるか、ゲストをあきさせないように、キャストのコ

ミュニケーションを変えるなども考えているそうです。働いてくれるキャストの負

担にならないようにすることも意識しているそうです。また、５年先１0 年先なども

考えていると教えてくれました。 

吉田さんはみんなでパークをつくりあげるために、『チームプレー』を大切にし

ていると教えてくれました。 

吉田さんのように、北海道の小さな町からディズニーの仕事にかかわってい

る人がいると知り、嬉しかったです。 

 

２）オリエンタルランド広報部 北村さん・小野さん 

 

現在は、新型コロナ感染症流行のた

め、オリエンタルランドへの訪問は基本

的に受け入れていない中、特別にお時

間をとっていただくことができました。 

 

 

≪Q＆A≫ 

Q．キャストになるためには、どのような努力が必要ですか。 

・学歴は不問です。また、一部の職種（技術本部・看護師・ソムリエ等の専門職）

を除いて、応募に必要な資格はありません。 

・東京ディズニーリゾートを訪れるすべてのゲストに、ステキな思い出を残しても

らうために努力できる人、またそうしたいと思える人を 1 人でも多く、キャストとし

てお迎えしたいと思います。 

・チームワークは大事だと思います。 
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・アトラクションは、オープンとクローズの責任者を中心に、多くのメンバーで運

営しています。円滑な運営を行うには、チームワークは欠かせません。 

・でも、チームワークをあまり考えていない人でも、アトラクションで勤務すると、

自然にチームワークが身についていくと感じます。そんなキャストを何人も見て

きました。 

 

・東京ディズニーリゾートで働くキャストのゴールであるハピネスの提供のため

に、私たちは”４つの鍵”と呼ばれる行動基準を大切にしています。 

・４つの行動基準は英語で表されており、それぞれの頭文字を取って『SCSE』と

呼んでいます。 

・これらは優先順位の高い順に並んでいて、この『SCSE』に基づいて、私たちキ

ャストはゲストの皆さんに最高のおもてなしを提供するよう心がけています。 

S (safety)   安全 

→ゲストの安全を最優先に行動する 

C (courtesy)  礼儀正しさ 

→礼儀正しさや親しみやすさを大切に、相手の立場に立って自ら行動する 

S (show)    ショー 

→ショークオリティーを保ち、与えられた役を演じる 

E (efficiency) 効率 

→効率よく業務を進める 

 

・アトラクション、商品店舗、レストラン等には、各施設毎にマニュアルを用意し

ており、安全に運営できるように守らなければならないルールの記載がありま

す。 

・例えば、アトラクションですと、スペースマウンテンのように安全バーがあるも

のは、それをしっかり降ろしてからスタートするとか、パーク内ですと、ゲストが

歩く通路に陥没や手すりの破損がないか等、ゲストの安全を第一に考えてはい

ますが、併せて働くキャストの安全も考えて、日々運営を行っています。 

 

Q. １つのパークで同時に何人のカストーディアルキャストが働いていますか。 

・キャストは全部で約２万人居るのですが、カストーディアルキャストの数は、発

表していません。 

・しかし、カストーディアルのキャストは、沢山います。 

 

Q. 希望したキャストになることはできるのでしょうか。 

・面接会場では、現在募集しているキャストの職種を発表しています。 

・面接する前に、希望職種をアンケートに記載してもらいますので、それを見な

がら面接をします。 

・面接官は、面接の際に、希望職種を確認します。 

・希望する職種に空きがあり、面接官が大丈夫と判断すれば、そこで働ける可

能性が高まります。 

 

Q. キャストに年齢制限はありますか。 

・６５歳まで働くことができます。 

・最近までパークがオープンした、１９８３年に入社した方が在籍していたと聞い

たことがあります。 

 

Q. 北海道出身のキャストは何人くらいいますか。 

・面接の際に、出身地までは確認していないので、残念ですが分かりません。 
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Q. １つのグッズを作るには、どのくらいの時間がかかりますか。また何人くらい

で考えていますか。 

・パークで提供する商品がゲストの手元に届くまでには多くの人が関わっていま

す。 

・企画開発、品質管理、物流、販売するキャスト、製造いただくお取引先など多

くの方が携わっています。 

・また、パークは米国ディズニー社のライセンスを受けて運営しています。 

そのため、パークで販売する商品はディズニー社の承認を得なければなりませ

ん。それがディズニークオリティーの元でもあります。 

・新商品の開発には、早いものだと一年くらい前からスタートしているものもあり

ます。 

・企画に長い時間がかかるものもありますが平均すると１０カ月前後のものが

多いです。 

・ですから、来年のクリスマス商品は、２０２２年１月には開発がスタートしている

ことになります。 

 

≪その他のインタビューメモ≫ 

広報部シニアリーディングスタッフ 小野陽子さん 

・ディズニーユニバーシティ→キャストのトレーニングをするところ。 

・コミュニケーションができれば〇 

・人を思いやる気持ちが大切。 

・英語力があるほうが better。中国語なども役立つ。会話講座も行っている。 

・親子で働いているひともいる。 

・北海道出身の人もいる。 

・ディズニーフィロソフィー→ディズニーリゾートで大切にしているコンセプト 

 

この他にも、ランドやシーの昔の地図や歴代のディズニーアンバサダーの写

真、パークの模型などを見せていた

だいたりしました。 

広報部の小野さん（写真一番右

の方）は、オリエンタルランドの社員

になる前に、パークのアトラクション

キャストもされていたそうで、「ぜひ

待ってるね」と言われて嬉しかったで

す。 
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研修記録 ディズニーリゾート編 

 

 

 

 

 

 

〈東京ディズニーランド〉 

スティッチのエンカウンター 

①Ms. Yamazaki 

②５年 

③ホテルレストラン 

④チームワーク 

⑤「楽しかった」と言ってもらうこと 

⑥たくさん（写真を撮ってと言われるなど） 

⑦コロナ対策 

⑧インディージョーンズアドベンチャー・クリスタルスカルの魔宮 

 

モンスターズ・インク”ライド＆ゴーシーク” 

①Mr. Hitomi 

②4 年 

③ゲストコントロール、センターオブジアース 

④初心（緊張感） 

⑤⑥全部 

⑦記憶力 

⑧おすすめはピーターパン。海外気分を味わえる！ 

ホーンテッドマンション 

 

①Mr. Nishino 

②3 年 

④楽しんでもらう、世界観を伝える 

⑤⑥笑顔を見る 

⑧全部！特に、ホーンテッドマンション 

 

 

 

ビックサンダー・マウンテン 

①Ms. Kurose ※ジミニーバッチあり 

②7 年 

④ゲストに楽しんでもらう 

⑤⑥笑顔が見られる 

⑦全員としゃべれない 

⑧ビックサンダー、フィルハ―マジック 

 

スペース・マウンテン 

①Mr. Yamaura 

②３年２ヶ月 

③エントランス、スプラッシュマウンテン 

④笑顔、落ち着いて 

⑤⑥お話して笑顔 

⑦現実を見る。なってからを考える。 

⑧スプラッシュマウンテン、インディージョーンズ 

質問内容（アトラクションキャスト用） 

①名前  ②キャスト歴  ③アトラクションキャスト以外の経験 

④キャストをする上で大切にしていること  ⑤やりがい 

⑥楽しいこと  ⑦大変なこと 

⑧おすすめの（一番好きな）アトラクション 
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〈東京ディズニーシー〉 

ビックバンドビート～ア・スペシャルトリート～ 

①Ms. Shimada 

②3 年 

③入口、チケットカウンター、手荷物 

④丁寧に接する 

⑤ゲストの笑顔、楽しいという声 

⑥楽しんでもらう 

⑦コロナ対策 

⑧BBB、ソアリン：ファンタスティック・フライト 

 

インディー・ジョーンズⓇ・アドベンチャー：クリスタルスカルの魔宮 

①Ms. Hamaguchi 

②2 年 

④笑顔 

⑤笑顔、喜んでいる様子 

⑥いろんな人と会話・接する 

⑦いろんな人に合わせた対応 

⑧プーさんのハニーハント 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈東京ディズニーランド〉 

ビレッジショップス 

①Ms. Tachibana ※ジミニーバッチあり 

②１年目 ※「私はこの村に来たばかりの村人です」 

と言っていた。 

④楽しむ 

⑤みんなの笑顔 

⑥毎日が違う 

⑦人がちがう 

⑧ルミエールのマフラー 

〈東京ディズニーシー〉 

スリンキー・ドッグのギフトトロリー 

①Ms. Nakamura 

②８年 

④ゲストのニーズ 

⑤求めていることが実現できる 

⑦特にない 

⑧かぶりものなど 

 

 

質問内容（マーチャンダイズキャスト用） 

①名前  ②キャスト歴  ③マーチャンダイズキャスト以外の経験 

④キャストをする上で大切にしていること  ⑤やりがい 

⑥楽しいこと  ⑦大変なこと 

⑧おすすめの（今、イチオシの）グッズ 
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〈東京ディズニーランド〉 

①Mr. Yokoyama ※ジミニーバッチあり 

②8 年 

③アトラクションキャスト（ビックサンダー）、 

ゲストコントロール 

④笑顔にする 

⑤笑顔にする、魅せる掃除 

⑥笑顔にする、1 日８０～１００人の接客目標 

⑦みんなでチームワークを考える 

 

バースデーシールについて得意なイラストは何ですか？と質問すると、 

「ミッキーだけど、実は大人の事情で、今はバースデーシールに絵を描くことが

できなくなった」と教えてくれました。 

絵を描くのが得意なキャストもいれば、そうでは

ないキャストもいるので、ゲストをガッカリさせてし

まわないように、基本的には描かないという決まり

ができたそうです。ヨコヤマさんは、バースデーシ

ールの裏に、「夢叶ちゃん素敵な夢かなえてくださ

い！」とメッセージをかいてくれました。とても嬉し

かったです。 

〈東京ディズニーシー〉 

①Mr. Sano ※ENGLISH バッチあり 

②5 年 

④誰かの記憶に残りたい。 

いろんなことを好きにしたい。 

⑤ゲストの「楽しかった！」 

⑥ゲストと話している時 

⑦季節（暑さ） 

 

オレンジ色のトイブルームを持っていた、カストーディアルキャストのサノさん。

大学生時代にアルバイトでキャストをして、卒業後に塾の英語教師をしていまし

たが、再びキャストになったそうです。 

名札のところに、ENGLISH のバッチもついていまし

た。そのバッチをつけられるキャストは、英語の会話力

テストに合格しています！ 

サノさんは、ポートディスカバリーエリアにまつわる

話や、トイブルームの持ち方を教えてくれて、実際にト

イブルームとダストパンを持たせてくれました。 

 

 

←サノさんが教えてくれたおすす

めスポット。ホライズンベイ・レス

トラン横の階段を上がり、このエ

リアを見ると、シーと本物の海が

つながって見える！ 

質問内容（カストーディアルキャスト用） 

①名前  ②キャスト歴  ③カストーディアルキャスト以外の経験 

④キャストをする上で大切にしていること  ⑤やりがい 

⑥楽しいこと  ⑦大変なこと 

⑧バースデーシール得意なイラスト 
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①Ms. Hosono 

②３年半 

④笑顔、人を観察、挨拶 

⑤喜んでもらう 

⑥仕事（会話、手を振る、笑顔） 

⑦混んでいる時の案内 

 

大切にしていることは、いつも笑顔でいること、

仕事をしながら、周りにも気を配って困っているゲ

ストがいないかをよく観察すること、挨拶と言って

いました。 

ホソノさんは、カストーディアルの仕事はとても楽

しいと言っていました。 

パーク内の清掃をするだけではなく、ゲストの

方が楽しんでくれるようにいつも見守ってくれてい

るのだと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〈diary : November.20〉  

午前中からバレーの大会があって、２試合だけ出ました。 

３時に中富良野を出発して、旭川→羽田で東京に来て、１日目はセレブ

レーションホテル（ウィッシュ）に泊まる。 

ホテルに着いて、オリエンタルランドの吉田さんに会って、ママが質問し

たことについてメモを取りました。今日だけでも、たくさんの疑問が減り、そ

して、今はもう売っていないグッズをたくさんもらい、うれしかったです。 

〈diary : November.21〉  

本格的な質問（自分から）が始まりました。最初はセレブレーションホテ

ルの人、2 人に聞きました。やさしかったです。 

ランドに行って、1 番にエンカウンターの女の人に話しかけました。最初

は緊張したけれど、みんながやさしくておもしろくて、安心して、次々話しか

けられました。カストーディアルキャストの人たちは、みんな忙しそうで、１

人しか質問できませんでした。 

シーではカストーディアル＆マーチャンダイズを中心に質問したいです。 

〈diary : November.22〉  

オリエンタルランドに行きました。事前に送った質問について知ることが

できました。 

ランド＆シーの昔の地図を見たり、いろんなキャストの写真、ウォルト・デ

ィズニーの写真を見たりできて、楽しかったし、うれしかったです。 

今日は混んでいたり、雨だったりして、あまり質問できませんでした。明

日もシーだから（天気よいらしいし）、たくさん質問したいです。 

〈diary : November.23〉  

もう最後の日が終わりました。合計１５人くらいに聞けて、みんなのほと

んどは、「ゲストが喜んでいる時、楽しんでいる時を見るのが楽しい」「あり

がとうと言われることがやりがい」と言っていました。 

みんな、急にインタビューをお願いしたけれど、笑顔で優しく答えてくれ

たから、安心したしうれしかったです。そして、大変なことがあまりないとい

う人が多かったのでもっと興味がわきました。 

いろいろな人に聞けて、それぞれの意見が聞けて楽しかったです。 
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【研修を終えて】 

 

●３つの研修の感想 

英語能力向上研修、東京ディズニーリゾート研修、コミュニケーション能力向

上研修のそれぞれ、最初は緊張しましたが、少しずつ慣れて行うことができまし

た。 

英語の勉強では、普段はあまりできないステファニー（ネイティブの人）との日

常会話もすることができて楽しかったです。ディズニーのインタビューでは、今ま

で家族と旅行で行っても、したことがなかったインタビューをして、どんな気持ち

で働いているかを知れてよかったです。ワークショップでは、仲良しのみんなと

出来たことと、協力する力を高められてうれしかったです。 

研修は、学校のテスト勉強や部活動などがあって、とても忙しかったですが、

楽しく研修できてよかったです。 

 

 

●普段の生活に活かしたいことや心がけたいこと 

将来、英語を活用して働くことができるように、これからも英語の勉強をかん

ばっていきたいです。また、コミュニケーションワークショップで学んだ、『信頼』を

バレー（部活動）で活かしたいです。 

いつも笑顔で対応することで、相手も笑顔にさせる人でいたいです。 

 

●最後に 

『第１回なかふらの夢・未来応援事業』で、私を選んでいただきありがとうござ

いました。この機会をいただけたおかげで、たくさん、学んだり、考えたり、体験

したりすることができました。 

今まで、将来なりたいと思ったことのある職業がいくつかありました。今回応

募するときには、現在一番なりたいと思っていた『ディズニーのキャスト』を選び

ました。実際に働いているキャストの皆さんの話を、直接見たり聞いたりして、ま

すますディズニーが好きになり、キャストになりたいという気持ちが高まりました。 

もしかすると、この先、違う夢や目標ができるかもしれませんが、今回知るこ

とのできた、仕事のやりがいや働くときに大切なことなどは、必ず私の将来の役

に立つと思います。貴重な体験をさせていただき、ありがとうございました。 

 

 

 


